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ウェディ製品とシステムは高い品質基準をクリアしており、ヨーロッパ中で多くの品質評価証を取得しています。



C
o

n
te

n
ts

3

目次

テクニカルデータ

Page    4    ウェディボード

8    ウェディボードベイパー

 10    表面仕上げ材のデザイン

壁への施工

Page  12    古い下地を残したまま新しい下地を作る 

13    隣り合っている石こうボードに繋げる

14    下地の表面が脆い場合 

16    平らでない下地への施工

18    木や金属のフレームへの施工

床への施工

Page  20    天然石材の古い下地への施工

21    木製の古い下地への施工

22    壁や床暖房システムの設置

天井への施工

Page  23    吊り天井

24    古くもろくなった天井への施工 

25    表面が滑らかでない天井への施工

特殊な施工

Page  26    特に湿度の高くなる場所への施工



ウェディボード

4

ウェディボードの水色の芯は硬質押出法ポリスチレンフォームで

できている。この硬質発泡体は耐アルカリ仕上げのガラス繊維

とポリマー変性のセメントで両面が補強されている。

用途

その特性から、ウェディボードは様々な面で活用できる。

• くしこてでモルタル下地を敷き詰め、タイル・平板・天然石の下

地となる

• タイル接着剤やしっくいなどがつきやすい表面

• 湿気に強い

• 熱を通さない

• デザイン性に優れている

• 合成シーリング材と平板／タイルを用いた場合、以下の環境の

負荷に耐えられる

　蛇口や水が長期間頻繁に使われるような空間の床や壁

　飲料水と同じ性質の水を使用している室内・屋外プールの床

詳しくはwww.wedi.euを参照。

ウェディボードは屋内かつ通常の範囲内の室温での使用が推奨され

ている。スイミングプール、冷凍用の設備、屋外での使用など、特別

な環境下での施工については施工担当者に問い合わせること。

また、屋内の床に使用する際に耐えうる負荷は、通常の居住施設で

想定される範囲内までなので、集中して負荷をかけないこと。

製品の特徴

ウェディボードはほぼどのような表面にも施工可能。防水・耐熱・多用

途で軽量、寸法安定性がある。切断、成形して素早く施工することが

できる。

下地に使う際の必要条件

施工方法と施工可能な表面の条件については、「ウェディボード

の使用と壁・床の施工に関するガイドライン」を参照のこと。

運送と保管方法

• 輸送の際はパレットに乗せること
• 基本的には、ウェディボードは厚さに関係なく平らに置くこと
• 直射日光や湿気にさらさないこと

テクニカルデータ

ウェディボード

商品概要

強力なタイル下地となるウェディボード

完全防水のウェディボードはその接着のしやすさから、陶器タイル

の下地として最適である。接合は、建築法規に則ってテストされ認

められた合成接着剤ウェディ610で接着するだけで行える。

ウェディ610

ウェディボード

片面粘着剤付きガラス繊維テープ

1

2
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技術的性質―硬質発泡体

細胞状の構造と難燃添加物による、押出法ポリスチレンフォーム（代替フロン不使用）

長期間における圧縮強度（50年）≦2%圧縮EN1606 0.08 N/mm2

10%の圧縮での耐圧縮性／圧縮強度　EN826 0.25 N/mm2

弾性係数 EN826 10 –18 N/mm2

熱伝導率 EN13164 0.036 W/mK

引っ張り強度 EN1607  0.45 N/mm2

せん断抵抗　EN12090 0.2 N/mm2

剛性率　EN12090  7 N/mm2

かさ密度　EN1602        32 kg/m3

蒸気の拡散に対する抵抗（μ）　EN12086 100

長期間水に浸した状態での水分の吸収率　EN12087 ≤ 1.5 % by vol.

毛細管現象 0

熱膨張係数 0.07 mm/mK

使用できる温度 -50°C / +75°C

燃焼挙動　DIN4102   B1

高圧ガス、二酸化炭素、地球温暖化係数 1

ウェディボードのテクニカルデータ

燃焼挙動　DIN 4102-1　（厚さ4mmから） B2

防音性　DIN EN ISO 140-3（厚さ12.5mmで） Rw,P 23 dB

燃焼挙動　EN 13501 E

曲げ応力　DIN53293 3900 kPa (mean value)

0.28 N/mm2

 重さ：ウェディボード（1250×600×4）        2.7 Kg

ウェディボードXXL（2500×120×50） 13.8 Kg

熱膨張係数 0.017 mm/mk

粘着の引っ張り強さ
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実際の厚さ（mm） λd*1,05=λ呼び厚さ（mm）　 R値（㎡

K）/W

U値W/㎡

K1) 評価値

          4    2,8 0.07 4.10 0.0378

          6    4 0.11 3.63 0.0378

        10    8 0.21 2.62 0.0378

     12.5    10.5 0.28 2.23 0.0378

        20    18 0.48 1.55 0.0378

        30    28 0.74 1.10 0.0378

        40    38 1.01 0.85 0.0378

        50    48 1.27 0.69 0.0378

        60   58 1.53 0.59 0.0378

        80    78 2.06 0.45 0.0378

      100    98 2.59 0.36 0.0378

1) U値を決定する際、ウェディボードと伝熱抵抗1/αと1/αa（外側に面する壁）のみを考えるものとする。個別の使用に際しては、すでにあ
る石壁や他の層も考慮に入れる必要がある。

ウェディボードの断熱性能

実際のU値（遷移値を含む） λd=0,036

ウェディボード

テクニカルデータ
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ウェディボードベイパー

ウェディボードベイパーは硬質押出ポリスチレンフォームを芯材

とする複合材で、両面が特殊なセメントコーティングで強化され

ており、片面には蒸気を防ぐバリアが施されている。

用途

その特性から、ウェディボードベイパーは様々な面で

活用できる。

• くしこてでモルタル下地を敷き詰め、タイルの下地となる

• タイル接着剤やしっくいなどがつきやすい表面である

• 湿気に強い

• 熱を通さない

• 蒸気を防ぐ

• ウェディボードベイパーは室内のプールの壁や天井、スチーム

バス、共用のシャワー室など、壁の内部に断熱が施され、構造

上の理由から蒸気を防ぎたい場合に適している。床に使用する

場合は、集中的荷重を避け、台車等の車輪を作動したりなどし

ないこと。

製品の特徴

タイルやしっくいの下地として用いられ、常に湿度の高い空間で

熱と蒸気を同時に防ぐことができる。ウェディボードベイパーはほ

ぼどのような表面にも施工可能で、防水・断熱性能があり、用途が

幅広く、短い期間で施工可能。

下地に使う際の必要条件

ジョイントには、エポキシ樹脂接着剤を塗布後防水テープを貼り

付ける。さらにエポキシ樹脂を防水テープの上に重ねる。このと

きにケイ砂を加えることで、ザラザラした面に仕上げる。防水

テープとケイ砂の目隠しの上から、さらにエポキシ樹脂接着剤を

塗布すること。

• 輸送の際はパレットに乗せること。

• 基本的には、ウェディボードベイパーは厚さに関係なく平らに置

くこと。直射日光や湿気にさらさないこと。

テクニカルデータ

ウェディボードベイパー

商品概要

運送と保管方法
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技術的性質―硬質発泡体

硬質押出ポリスチレンフォーム XPS

長期間における圧縮強度（50年）≦2%圧縮EN1606 0.08 N/mm2

10%の圧縮での耐圧縮性／圧縮強度　EN826 0.25 N/mm2

熱伝導率 EN13164 0.036 W/mK

かさ密度　DIN EN 1602 32 kg/m3

使用できる温度 -50°C / +75°C

自己消火性基材　DIN4102 B1

自己消火性基材　EN 13501-1 E

技術的性質―ウェディボードベイパー

硬質押出ポリスチレンフォームを芯材とした複合材。両面が特殊なセメントのコーティング

で強化されており、片面には蒸気を防ぐバリアが施されている。

色 grey

寸法 600 x 2500 mm

厚み 14 mm, 21.5 mm, 51.5 mm

蒸気バリア（エポキシ樹脂の蒸気バリアが混ぜられている） 1.5 mm 

sd値（蒸気拡散に対する抵抗値）（エポキシ樹脂蒸気バリア） 283 m 

蒸気の拡散に対する抵抗（μ）　EN12086 188571

自己消火性基材　DIN 4102-1（4mm厚のボードから） B2

自己消火性基材　EN 13501 E

呼び厚さ U値　W/㎡

xK2)

        14   

熱抵抗　1/Δ　㎡xK/W1)

2.13

     21.5   0.514 1.46

     51.5 1.371 0.65

1) 熱抵抗1/Δを決定する際には、DIN4108に定められた熱伝導グループ035を断熱の基準として用いた。

2) U値を決定する際、ウェディボードと伝熱抵抗1/αと1/αa（外側に面する壁）のみを考えるものとする。個別の使用に際しては、すでに
ある石壁や他の層も考慮に入れる必要がある。

0.3
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ウェディボード／ウェディボードベイパー

表面仕上げ材のデザイン

表面仕上げ材のデザイン

陶器パネル

陶器パネルは壁と床のデザイン性に優れた仕上げができる。使用

目的とそれぞれの好みに応じて、様々な形や色、素材のタイルや

ボードが幅広く揃っている。ウェディボードは余計な工程なしにタ

イルを直接ボードの表面に敷き詰められるため、陶器タイルの下

地に最適である。

しっくい

昨今、しっくいはタイルやペンキ、壁紙のために凹凸のない表面を

作るだけでなく、それ自体がデザインの一環ともなっている。こ

こでもウェディボードは下地として最適である。

注意：

衝撃荷重があるような場所での使用に際しては、ウェディの施工業

者に確認を取ること。石こうを含むしっくいはウェディボードへのプ

ライマー処理が必要である。
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天然石材

シート貼り／加工済みの寄せ木細工材

天然石材には非常に際立った特質がある。天然で下塗りや磨きが

されていないために、不規則な色合いやパターンといった表面状

態となっている。ウェディボードは天然石材の下地としても対応可

能である。

シート貼りや加工済みの寄せ木細工材は陶器タイルの代替案とな

る。シート貼りは模様のある層で表面を覆っただけの比較的安価

なもので、寄せ木細工は質にもよるが、耐久性の高い木製の床材

である。双方とも、様々なデザインや色、品質のものが数多く揃っ

ている。シート貼りは浮き床工法でも用いられる。ウェディボードは

それらの下地材として対応できる。
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使用されているウェディ製品：

リノベーションが必要な風呂場を改装するときに、古い壁の表面

（半分の高さまでタイルに覆われている壁など）をどうするかが問

題になることが多い。ウェディボードはこのようなときに大変便利

である。ウェディボードの4mmや6mm厚はタイルの上に貼り付けら

れ、平らな表面が作れる。

• ウェディボード

• ウェディ610

• 防水テープ

・ 片面粘着剤付きガラス

繊維テープ

作業の前に壁表面を清掃し、も

し必要ならプライマー処理をし

て空洞を埋める。

1

GLボンドなどを使用してウェ

ディボードを接着・固定する。

継ぎ目には片面粘着剤付きガ

ラス繊維テープを貼る。

継ぎ目や穴は防水テープと

タイル接着剤でつなぎ合わ

せてもよい。

2

3b

古い下地を残したまま新しい下地を作る

継ぎ目をウェディ610で接着し、片面接着剤付きガラス繊維テー

プで強化する。

3a

ウェディボードを古いタイルの

上部分に貼る。

4a

あるいは壁全面に貼り、あとは

通常通りタイルを貼るかしっく

いを塗る。

4b

ウェディボード

壁への施工
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12.5mm厚のウェディボードは湿度の高い部屋の水回りや水しぶき

のかかる場所で、隣接した石こうボードに平行につなげて設置で

きる。一般的な石こうボードと違い、ウェディボード12.5mm厚は（防

水テープとともに用いると）水や熱を通さず、他に防水コーティン

グを施す必要もない。シャワーエリアの壁の不快な冷たさや、蒸

気、結露を少なくすることができる。

使用されているウェディ製品

• ウェディボード
• 片面粘着剤付きガラス繊維
テープ

• ワッシャー
• ウェディ610

壁をきれいにし、石こうボードとウェディボードを同一平面にす

る。

ウェディボードはワッシャーや

木ねじを用いて仮固定しても

よい。ネジ頭をウェディ610で

埋める。

継ぎ目に片面粘着剤付きガラ

ス繊維テープを貼り付け、

ウェディ610で接着する。

2 3

隣り合っている石こうボードに繋げる

1

仕上げにタイルを貼ったり

しっくいを塗るなどする。

4
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リノベーションをする部屋の古い基盤が部分的・もしくは全面的に

負荷に耐えられない場合、例えば崩れがちな、はがれた層の上に

新しい層を貼り付ける際、ウェディを固定するために金属かプラ

スチック製のアンカーボルトを使うこともできる。この壁面を負荷

に耐えうるものにするのはふつう費用がかかるが、ウェディ製品

はシンプルな解決策となる。

使われているウェディ製品

• ウェディボード

• ウェディ610

• アンカーボルト

• 防水テープ

• 片面粘着剤付きガラス繊維

テープ

下地の表面が脆い場合

作業の前に壁表面を清掃し、も

し必要ならプライマー処理をし

て空洞を埋める。

1

（部分的に）一般的な補修用の

目止め剤で表面を均一になら

す。

ウェディボードの表面にタイル接着剤を塗って配置する。状況により

ホールインアンカーを使用してボードを固定する。

陶器タイル仕上げの場合は1平方メートルあたりアンカーボルト５つ、

天然石の場合は1平方メートルあたりアンカーボルト8つを取り付ける。

代わりに片面粘着剤付きガラス繊維テープを用いてもよい。

2 3a

接合部や穴は防水テープとタイル接着剤でふさいでも

よい。

3b

アンカーボルトは最低でも

35mm負荷に耐えられる壁に

差し込むこと。

54

ウェディボード

壁への施工

壁材を貼り付ける。
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アンカーボルトとねじの配置
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4mm厚から：全面的に接着剤とア

ンカーボルトを取り付ける場合

20mm厚から：全面的に接着剤と

モルタルを塗布する場合

注意:
ウェディボードは横向きでも設置できる。そ

の場合のアンカーボルトの設置は縦向きと

同様。

ウェディボードXXL　12.5mm：全面的

に接着剤とアンカーボルトを取り付

ける場合

ウェディボードXL　12.5、20、30、50mm：

全面的に接着剤とアンカーボルトを取り

付ける場合
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極端に凸凹がある壁には、20mm以上のウェディボードを用いる。

壁面がどれほど古く劣化していようと、長期間湿気を防いで防音・

断熱効果もある清潔で平らな壁を設置できる。

使用されているウェディ製品：

• ウェディボード

• ワッシャー

• ウェディ610

• 防水テープ

• 片面粘着剤付きガラス繊維テー
プ

• アンカーボルト

平らでない下地への施工

コンクリートドリルを用いて穴

を8つ開ける（陶器タイルの場

合は平方メートルあたり約5

つ、天然石の場合は平方メート

ルあたり8つ）。

1

穴の印に、弾力性のある中く

らいの厚みのGLボンドを適

量盛り付ける。

2 3

タイル用接着剤をすべてのウェ

ディボードの接合部に塗布し、ガ

ラス繊維テープをはりつける。

あとは通常通り表面の作業をす

る。代わりに片面粘着剤付きガ

ラス繊維テープを用いてもよ

い。

5a

アンカーボルトを、GLボンドと

前もって空けておいたドリル穴

に押し込んでいく。ただし、GL

ボンドが固まるまではハン

マーで打ち込んではいけな

い。

4

6a

湿度の高い場所では、接合部

や穴は防水テープとタイル用

接着剤を用いてもよい。

6b

アンカーボルトは負荷に耐えら

れる壁に最低でも35mm差し込

むこと。

5b

もし下地表面に著しく凸凹が

あるようであれば、ウェディ

ボードの端材を使って平らに

なるようにする。

注意: 
穴に塗布するGLボンドの厚みは、GLボンドの層の厚みを越さないこ

と。

壁にウェディボードを配置する。

ゴムのハンマーで叩き、並べて

いく。5.05mmドリルビットを使い、

ボードとGLボンド、後ろの壁にま

で穴を空ける。

ウェディボード

壁への施工
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ウェディボード20mm厚：モルタ

ルとアンカーボルトを使用

ウェディボードXL20mm厚：アンカーボルトと

モルタルを使用

ウェディボードXXL10mm厚：アンカーボルト

とモルタルを使用

アンカーボルトとねじの配置

注意:
ウェディボードは横向きでも設置でき

る。その場合のアンカーボルトの設置は

縦向きと同様。



18

木や金属のフレームへの施工
ウェディボードは木や金属のフレームへも使用できる。10mmないし

それ以上の厚みのウェディボードを採用することで、タイル貼りが

できるきれいな下地となる。

ウェディボードを短時間で簡単に設置するために、垂直かつ平らに

設置された木や金属のフレームはまず負荷に耐えうる基盤に組み

込まれていなければならない。フレーム同士の距離は600mm以下で

あること。フレーム間の距離を300mmにせばめる場合は、厚みがお

よそ10mmから12.5mmのウェディボードでも対応可能。

使用されているウェディ製品：

• ウェディボード

• ウェディボードXL/XXL

• ウェディ610

• ワッシャー

• 片面粘着剤付きガラス
繊維テープ

• 防水テープ

木ねじか乾式壁ねじとワッシャーで、木や金属のスタッドフレーム

にボードをしっかりとねじどめをする。

1a

あるいは、ウェディ610でスタッドフレームにのり付けする。

1b

湿度の高くなる場所では、接合部にウェディ610を塗布する。それ

から接合部をガラス繊維テープで補強する。

2a

接合部や穴をふさぐのに、防

水テープとタイル用接着剤を

用いてもよい。

2b

タイル貼りやしっくい塗り

を行う。

3

ウェディボード

壁への施工
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アンカーボルトとねじの配置
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ウェディボード20mm厚：

フレーム間の距離600mm（2500mm×600mm）

ウェディボード10mm／12.5mm厚：

フレーム間の距離300mm（2500mm×600mm）

ウェディボード20mm厚から：

フレーム間の距離600mm（2500mm×1200mm）

ウェディボード12.5mm厚から：

フレーム間の距離450mm（2500mm×900mm）

注意：

ウェディボードは横向きでも設置でき

る。その場合のアンカーボルトの設置は

縦向きと同様。
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天然石材の古い下地への施工

必要なら前もって表面下のセ

メントに下塗りをし、防音シート

を敷く。

古い下地に接着剤を塗る。 ウェディボードを接着剤の面に

埋め込む。

湿気を完全に遮断するために

は、ウェディボードの接合部に

ウェディ610を処理する。

1 2 43

使用されているウェディ製品:
• ウェディボード（厚さ問わず）

• ウェディ610

• ウェディグラウト（320を使用して下
さい）

• ワッシャー

• 片面粘着剤付きガラス
繊維テープ

• 防水テープ

古い下地は負荷に耐えられるものでなければならず、ウェディ

ボードを設置する前にモルタルの残りかすや汚れを清掃しておく

こと。必要に応じて下塗りをしたり、凸凹をならしたりすること。

ボードを設置する前に、新しい下地の水分が蒸発して縮むよう乾

燥させておくこと。

ウェディ片面粘着剤付きガラス

繊維テープの600mm幅を、端

約5cmを重ね合わせて貼って

いく。湿度の高い場所では、穴

や接合部を密閉するのに、防

水テープをウェディボードに貼

る。

5

床の仕上げには塩ビシートや普通のフローリング材を使用。タイ

ルの場合は、1枚最小10×10cmで、厚さは少なくとも7mmあるこ

と。

6

ウェディボード

床への施工
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木製の古い下地への施工

木の床に下地材を塗り準備を

する。

木の下地にタイル用接着剤を

塗る。

ボードを交互に配置していく。湿気を遮断するために、ウェ

ディボードの接合部にウェディ

610を塗る。

接着剤が固まったら、ボードを

木ねじ（1平方メートルあたり5

つ）とワッシャーで固定する。

2 43

ウェディボードを木製の古い下地に施工する際、その利点を最大

限に引き出すには、次の条件を満たす必要がある。

①基礎がしっかりしていること（振動したりたわんだりしないこ

と）②負荷に耐えうること、乾燥していること、汚れやキズがな

いこと。平らでないところや隙間、ひびは平らにしておくこと。

1

5

ウェディ片面粘着剤付きガラス

繊維テープの600mm幅を、端約

5cmを重ね合わせて貼っていく。

湿度の高い場所では、穴や接合

部を密閉するのに、防水テープ

をウェディボードに貼る。

6

タイルの最小サイズは

10×10cm、厚みは最低

7mmあること。

7

使用されているウェディ製品:
• ウェディボード（厚さ問わず）

• ウェディ610

• ウェディグラウト（320を使用して下さい）

• 防水テープ

• 片面粘着剤付きガラス繊維
テープ600mm幅

• ワッシャー
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壁や床暖房システムの設置

暖房の設置のため、ウェ

ディボードに配管パイプや

ヒーター埋め込みの溝の

位置を描く。

ルーターで溝を加工していく。

溝の幅はパイプと同じである

こと。少なくとも深さ3mmはカッ

トすること。

溝にチューブを設置し、パイ

プダクトにグラウトを流し込

む。

1 2 3

片面粘着剤付きガラス繊維テー

プ600mmを全面に貼り付ける。

タイルの面積は最低でも

100×100mmにすること。

4

温水暖房の場合は、ウェディボードには他のウェディ

製品に溝を掘るのと同じ要領で実施する。

暖房のための
ダクトタイル

基礎 基礎

電気床暖房ウェディボード タイルウェディボード

電気床暖房システムはウェディボードの上に直接

設置できる。下へ熱が逃げないので、暖房の効き

が効果的である。

電気ヒーターに

ついて:
メーカーの取扱説明書を参照するこ

と。既に設置・補強されたウェディ製品

（ウェディボード、フンド、サノアサベン

チ、サノアサラウンジャーなど）にも電

気床暖房システムは導入できる。

ウェディボードは床暖房システムの下地としても理想的である。

ウェディボードには断熱性があるので、温水暖房でも電気を使用し

た暖房でも、熱を床から放出して部屋中に反射させることができ

る。

使用されているウェディ製品:
• ウェディボード 

• ウェディグラウト（320を使用して
下さい）

• 片面粘着剤付きガラス繊維

テープ600mm幅

ウェディボード

床への施工
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吊り天井

アンカーボルトを用いて吊り

ボルトを天井に設置し、望み

の高さに合わせる。

吊りボルトに応じた枠組みな

どを設置する。

ワッシャーを使い、ウェディボードをねじ止めする。固定のため

のワッシャーの配置は、木や金属のフレームに固定する場合の

図を参照のこと（p.19）。

2 3a

ボードの継ぎ目に片面粘着剤付

きガラス繊維テープを貼る。

1

あるいは、ボードを吊り天

井の枠組みにウェディ610

で固定する。

3b

壁や床への導入のほか、ウェディボードは水平な吊り天井を作

るのにも用いられる。吊り下げの高さは設定の際にそれぞれ決

めることができる。防火障壁が必要な場所では、さらに裏当て

材の導入を検討する必要がある。

4

使用されているウェディ製品:
• ウェディボード

• ワッシャー

• アンカーボルト

• ウェディ610

• 片面粘着剤付きガラス繊維

テープ
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使用されているウェディ製品:
• ウェディボード

• ウェディ610

• 防水テープ

• 片面粘着剤付きガラス

繊維テープ

作業前に表面を掃除し、必要な

ら下塗りをして、穴をふさいで

おく。

1

タイル用接着剤を全面に塗り、ボードを並べて固定する。接着

剤が固くなるまでボードは支えておく。

継ぎ目に片面粘着剤付きガラス

繊維テープを貼る。

2 3

古くもろくなった天井への施工

最後に壁紙を貼るか、しっくいやペンキを塗る。

4

リフォームが必要になった風呂場を改装するのに、古い天井をど

うにかしなければならないことが多い。ウェディボードはこのよ

うな場面にもシンプルな解決策を提示できる。

ウェディボード

天井への施工
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表面が滑らかでない天井には20mm厚以上のウェディボードで対応

できる。古い下地がどれほど年数が経っていてぼろぼろでも、湿

気を防ぎ防音・断熱に優れた、平らできれいな天井として施工でき

る。

使用されているウェディ製品:
• ウェディボード

• ウェディ610

• アンカーボルト

• 片面粘着剤付きガラス
繊維テープ

• ワッシャー

表面が滑らかでない天井への施工

コンクリートドリルを使い、

ウェディボードに8つ穴を開

ける（1平方メートルあたり5

つ）。

1

穴の印に、弾力性のあるGLボン

ドを適量盛り付ける。

2 3

5

アンカーボルトを、GLボンドと

前もって空けておいたドリル穴

に押し込んでいく。ただし、GL

ボンドが固まるまではハン

マーで打ち込んではいけな

い。

4

ウェディボードを天井に配置

する。ゴムのハンマーで叩

き、並べる。5.05mmのドリル

ビットでボード、GLボンド、天井

を貫通させた穴を開ける。GL

ボンドが固くなるまでボード

は支えておくこと。

6

アンカーボルトは負荷に耐えら

れる壁に最低でも35mm差し込

むこと。

注意:
GLボンドの塊は、そのGL
ボンドが層として塗布さ
れる場合の最大の厚みを
越えてはならない。

全ての接合部に、片面粘着剤付

きガラス繊維テープを貼る。
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ウェディボードベイパーは断熱材として、また常に湿度が高い場

所の蒸気を防ぐ下地材としても使用できる。個人用でも共用の

シャワー室でも、ウェディボードベイパーは市場にある壁や天井

の下地材の中でも特に効果的な素材である。タイル仕上げや

しっくい仕上げが可能となっている。

使用されているウェディ製品:
ウェディボードベイパー • 防水テープ

作業前に表面を掃除し、浸透力

のある下塗り剤か粘着力のあ

る下塗り剤を塗る。

1

（必要な部分に）一般的な補修

用目止め剤で表面を平らにす

る。

タイル用セメントを全面に塗

布し、ウェディボードベイパー

をザラザラした面を外にして

並べて固定する。

接合部にエポキシ樹脂のタイ

ル接着剤を塗布し、防水テー

プを貼る。

2 3 4

特に湿度の高くなる場所への施工

ウェディボードベイパー

特殊な施工

タイルやしっくいの作業を

する。

6

エポキシ樹脂タイル接着剤で

テープを覆い、ケイ砂をまぶ

す。

5
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